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孫と一緒　（フオト集団不忘会員撮影）．

　　　　　　雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

宿属憲章灘鑑箋麓鱈だ麗鈴
　　　　　　＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。
住みよい白石をつくるため　＊仕事にはげみ豊かな郷土をつく『）ます・

　　　　　　＊きまりを守り　明るい社会を　きずきます。
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7日初議会開かる

譲
鰻
ぎ

｝
、
葦
　
　
ン
、

㌔
　
質

薫律ご瞭’藍）睦

　
改
選
後
初
の
臨
時
市
議
会
は
五
月
七
日
招

集
さ
れ
、
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、

第
十
二
代
議
長
に
斎
彦
一
氏
、
第
八
代
副
議

長
に
橋
本
徳
四
郎
氏
を
選
ん
だ
。

　
斎
新
議
長
は
「
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る

よ
う
献
身
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

議
員
の
議
席
を
指
定
、
引
き
続
き
各
常
任
委

員
会
の
構
成
を
決
め
、
正
副
委
員
長
を
互
選

し
て
閉
会
し
た
。

先
般
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
の
市
議
会
議

員
選
挙
は
定
員
三
十
名
に
対
し
三
十
四
名
が

立
候
補
、
有
権
者
の
選
挙
へ
の
関
心
は
高
く

投
票
率
九
二
・
〇
四
％
で
あ
っ
た
。
　
新
し

い
議
会
構
成
も
決
ま
り
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
こ
に
向
こ
う
四
年
間
市
民
の
代
表
と

し
て
議
会
活
動
に
あ
た
る
新
議
員
を
紹
介
し

ま
す
。

　
㊦①
斎
彦
一
　
（
五
十
九
歳
）

　
　
　
　
　
　
①
印
刷
業

　
㈲
橋
本
徳
四
郎
　
　
（
六
十
歳
一

繍
桑
撒
鋼

　
　
　
　
　
　
蒐

　ω保

科
善
久
　
　
（
五
十
五
歳
）

⑭
吉
見
三
代
治
　
　
へ
六
十
三
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

　
　
　
融

　
　
　
　
　
②
自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
③
教
育
民
生

　
　
　
　
　
④
白
石

　
　
　
　
　
⑤
四
回

㈹
斎
藤
　
弘
　
　
（
五
十
五
歳
）

　
　
　
　
　
　
①
会
社
役
員

血
③
②
自
由
雑
・
党

ω
高
子
文
雄
　
　
（
四
十
九
歳
）

　
　
　
　
1
　
①
青
果
商

　
　
　
h

　
　
　
　
　
②
自
由
民
主
党

④
函
④
③
耀
．
．

　
　
　
嶽
⑤
二
回

㈲
半
沢
良
吾
　
　
（
六
十
一
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

㌧
h

　
　
　
　
　
②
自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
③
◎
教
育
民
生

　
　
　
　
　
④
小
原

　
　
　
　
　
⑤
二
回

　
　
　
　
．
㌧
蜜

⑥
制
野
正
光
　
　
〔
五
十
三
歳
）

　
　
　
　
　
①
商
業

　
　
感
③
②
舗
犀
王
党

　
　
　
　
　
④
越
河

　
　
　
　
　
⑤
一
』
回

Gわ

宍
戸
敏
雄
　
　
（
五
十
四
歳
）

　
　
　
　
・
①
印
刷
業

　
　
　
　
’
⑤
五
回

圖
佐
藤
一
二
　
　
（
七
十
二
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
③
経
済

　
　
　
　
　
④
大
鷹
沢

　
　
　
　
　
⑤
一
回

⑥
小
室
欣
一
　
（
五
十
八
歳
）

　
　
　
　
　
①
団
体
役
員

孟
難
　
欝

⑩
佐
藤
徳
三
　
　
（
五
十
六
歳
）
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〔

〔

市議会議員

5月説明　①職業　②所属政党
　　　③常任委員会④出身

　　　⑤当選回数

⑬
鹿
又
喜
男
　
　
（
五
十
八
歳
｝

　
　
　
　
　
①
木
工
業

轟
甑

　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
③
総
務
財
政

　
　
　
　
　
④
白
石

　
　
　
　
　
⑤
一
回

似
佐
竹
　
芳
　
　
（
四
十
一
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
③
教
育
民
生

　
　
　
　
　
④
大
鷹
沢

　
　
　
　
　
⑤
『
回

　㎝鈴木

彦
一
　
（
六
十
歳
）

佃
矢
ノ
目
八
蔵
　
　
（
七
十
三
歳
）

　
　
　
　
　
①
会
社
役
員

⑳
山
谷
宗
吉
　
　
（
五
十
五
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

盈
鵬
　
野

⑳
平
間
　
明
　
　
（
五
十
七
歳
）

　
　
　
　
　
①
団
体
役
員

　
　
　
』

　
　
　
　
　
②
日
本
杜
会
党

　
　
　
　
　
③
○
経
済

　
　
　
　
　
④
白
川

　
　
　
　
　
⑤
三
回

㈲
松
本
正
男
　
　
（
四
十
歳
）

　
　
　
　
　
①
商
業

⑳
和
泉
義
孝
　
　
（
四
十
］
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
③
○
建
設

　
　
　
　
　
④
白
石

　
　
　
　
　
⑤
三
回

⑪
遠
藤
倉
雄
　
　
（
六
十
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

》
』

　
　
　
　
　
②
自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
③
教
育
民
生

　
　
　
　
　
④
福
岡

　
　
　
　
　
⑤
七
回

㈲
大
槻
慶
治
郎
　
　
（
六
十
七
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
③
建
設

　
　
　
一
⑤
④
講

㈲
小
山
惣
策
　
　
（
三
十
九
歳
）

　
　
　
　
　
①
政
党
役
員

　
　
　
　
　
［
丁

　
　
　
　
護
⑤
四
回

　⑤④③②①四
　三白総日会十
　回石務本社七
　　財社員歳
　　政会　　）
　　　党

⑱
半
沢
正
三
　
　
（
五
十
五
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

7
愚
③
②
灘
属

齢
響
旛
　

　
　
　
謹
⑤
、
回

吻
成
沢
庄
介
　
　
（
六
十
五
歳
）
　
　
　
⑯
由
。
同
橋
清
作
　
　
（
五
十
九
歳
）
　
　
　
⑳
上
西
重
信
　
　
（
三
十
四
歳
）

四
浜
田
徳
兵
衛
　
　
（
五
十
一
歳
）

　
　
　
　
　
①
書
作
家

轟
　
．
．

㈲
制
野
昭
市
　
　
（
三
十
八
歳
）

　
　
　
　
　
①
農
業

淫
h
③②
難
党

　
　
　
　
　
④
越
河

　
　
　
　
　
⑤
一
回
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健康センターの

薫
ハ

　㎜醐一
㈱鰯

副る活動始ま

饗叩

！♪
第

｝脚

　　　　　　　　　　　　　lr

　
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
疾
病
予

防
、
早
期
診
断
な
ど
身
近
な
保
健
サ

ー
ビ
ス
が
行
な
わ
れ
る
白
石
市
健
康

セ
ン
タ
ー
。

　
五
月
か
ら
、
衛
生
課
、
社
会
福
祉

事
務
所
及
び
仙
南
保
健
所
の
職
員
が

こ
こ
で
業
務
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
相
談
、
妊

婦
教
室
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
婦
人

の
健
康
づ
く
り
、
保
健
栄
養
教
室
、

成
人
病
教
室
、
循
環
器
等
基
礎
検
診

老
人
健
康
診
査
、
ガ
ン
検
診
、
結
核

検
診
、
各
種
予
防
接
種
等
が
そ
の
業

務
内
容
、
こ
の
ほ
か
公
害
苦
情
処
理

環
境
衛
生
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

心
の
相
談

　
私
た
ち
は
身
体
の
健
康
に
つ
い
て

は
気
を
く
ば
り
、
少
し
の
異
常
で
も

誰
か
に
相
談
し
た
り
診
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
す
が
、
心
の
健
康
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
．
余
程
の
こ
と

が
な
い
か
ぎ
り
、
人
に
相
談
し
た
り

専
門
医
に
受
診
し
た
り
は
し
な
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
心
身
共
に
健
康

で
あ
っ
て
こ
そ
真
の
健
康
と
言
え
る

の
で
す
か
ら
、
心
の
病
気
も
身
体
の

場
合
と
町
様
に
早
め
に
手
当
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
心
の
健
康
に

つ
い
て
相
談
日
（
精
神
衛
生
相
談
）

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
次

の
よ
、
つ
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
、

或
は
家
族
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

○
眠
れ
な
い
、
不
安
、
い
ら
い
ら

o
い
ろ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
っ
て
仕

　
事
（
勉
強
）
が
手
に
つ
か
な
い
。

○
気
持
が
減
入
り
何
も
し
た
く
な
い
。

○
身
体
の
具
合
が
悪
い
の
に
、
診
て

　
も
ら
っ
て
も
ど
こ
も
悪
く
な
い
と

　
言
わ
れ
る
。

o
ど
こ
も
悪
く
な
い
の
に
何
も
し
な

　
い
で
ゴ
ロ
ゴ
・
し
て
い
る
。

○
ひ
が
み
っ
ぽ
く
ま
わ
り
に
当
り
ち

　
ら
し
、
理
解
出
来
な
い
言
動
が
あ

　
る
。

相
談
日
は
毎
月
第
二
金
曜
日
午
後
一

時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
出
下
さ
い
。

煙

農
＾

騒

　
　
　
　
　
　
　
蕊

型
・
綴

寮愈麟

犠

讐
・
．
，
毒
、

、
毒
曹
　
　
　
　
織

　
　
　
　
　
　
［
、
轟

　　藤籔．灘

3、1，糊
　　　　　識・　　　　　ゴ　バポ　　　　　鍵秀　　　　、諮

x、韓

　
　
　
　
　

糠
翻
欄

て
嵌
“

　　　　れ

画

保健栄養教室

癬

勝
、
障

騨

耀

予防接種
4

棄癬ド

難

検

診

陣■
岨』

婦
　
人
　
科

　
が
ん
は
原
因
が
わ
か
ら
な
い
か
ら

予
防
も
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
早
く
見
つ
け
て
速
や
か
に
治

療
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悪
化
す
る
こ

と
や
転
移
す
を
こ
と
を
防
げ
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
早
期
に
は
全
く
症

状
も
な
い
し
、
婦
人
科
内
診
で
も
発

見
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
検
診
（
細
胞

診
）
，
で
は
ゼ
ロ
期
で
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
が
ん
は
早
期
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍔
　
　
　
翫髭鋤

姫で．西

完
治
し
ま
す
。
そ
し
て
早
期
に
発
見

す
る
の
が
定
期
検
診
で
す
。
こ
の
検

診
を
毎
年
受
け
て
家
族
と
も
ど
も
安

心
し
て
お
暮
ら
し
下
さ
い
。

▽
申
込
み
期
間
　
六
月
五
日
～
六
月

　
二
十
日
ま
で

▽
申
込
み
場
所
　
市
衛
生
課
及
び
各

出
張
所
　
分
室

▽
検
診
料
　
三
干
五
百
円
（
個
人
負

　
担
千
七
百
五
十
円
V

▽
検
診
日
　
七
月
　
日
～
八
月
三
十

　
一
日

乳
　
が
　
ん

磁

．
響

　
日
本
人
は
が
ん
で
亡
く
な
る
人
が

多
く
、
婦
人
の
場
合
、
乳
が
ん
が
子

宮
が
ん
に
次
い
で
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
宮
城
県
の
乳
が
ん
に
よ
る
四
十

九
年
の
死
亡
者
は
子
宮
が
ん
の
半
数

を
こ
え
、
子
宮
が
ん
は
検
診
な
ど
の

た
め
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

と
は
逆
に
乳
が
ん
の
場
合
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
白
石
市
で
は
昨
年
度

市
街
地
域
に
居
住
す
る
住
民
を
対
象

に
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
白
石
全
地
区
を
対
象
に

乳
が
ん
の
集
団
検
診
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
受
検
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
い

▲保健指導会議

　　　　　　　　　　『

た
し
ま
す
。

謬
　　㎏
　　ず　　ず　　ぴ　　ン　　ニ　　ρ　　＝　　マ　　レ　　琴』
　　ド　し

　　f　噸
縄’

唐勘環

・
難

　
O
な
ぜ
乳
が
ん
が
怖
い
の
か
…
：

　
乳
が
ん
は
三
十
歳
と
い
う
若
さ
で
好

　
発
年
令
に
入
り
他
の
が
ん
よ
り
も
転

　
移
（
と
び
火
）
が
し
や
す
い
こ
と
で

　
す
。

　
o
乳
が
ん
に
ね
ら
わ
れ
る
年
令
と
症

　
状
…
…
四
十
歳
～
五
十
歳
代
が
一
番

　
か
か
り
易
く
次
に
六
十
歳
と
三
十
歳

　
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
痛
み
の
な

　
い
、
し
こ
り
や
乳
首
か
ら
の
分
泌
物
、

　
治
り
に
く
い
ビ
ラ
ン
な
ど
に
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
。

　
o
検
診
を
受
け
る
と
…
…
乳
が
ん
の

　
他
に
乳
腺
症
、
線
継
腫
乳
腺
炎
な
ど

　
も
わ
か
り
ま
す
。
病
気
が
見
つ
か
っ

　
た
ら
適
正
な
治
療
を
受
け
完
全
に
な

翼
、
㌧
講
児
”
ム
、
藤
二
’

　
　
　
ひ
幼
讐
孟
黎
熱
、

懲
難
叢
勲
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

、
乳

▲
▼
、

お
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
三
十

　
歳
以
上
の
婦
人

▽
申
込
期
間
　
六
月
五
日
～
六
月
二

　
十
日
ま
で

▽
申
込
場
所
　
市
衛
生
課
又
は
各
出

　
張
所
　
分
室

▽
検
診
日
　
申
込
者
あ
て
通
知
し
ま

　
す
。

▽
検
診
料
　
二
千
五
百
円
（
個
人
負

　
担
千
二
百
五
十
円
）

　
今
年
度
は
四
百
名
を
予
定
し
て
お

り
申
込
順
に
な
り
ま
す
の
で
早
め
に

申
込
み
下
さ
い
。

　甜

卜
，
塾輪

、
悔
噸敷漣

槌

、
》

煮

　彫螂卜

緯
喚

、
場

妬
、

　　嚇　轡響

ず
い
　
留

擁

　翁

㌔亀、
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ー
よ
り
豊
か
な
農
業
を
め
ざ
し
て
ー

白
石
市
農
業
基
本
計
画
を
策
定

　
白
石
市
の
農
業
と
農
村
の
将
来
あ

る
べ
き
理
想
の
姿
を
描
き
、
そ
の
実

現
へ
の
基
本
方
向
を
示
す
「
白
石
市

農
業
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
計
画
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

意
向
を
も
と
に
、
白
石
市
農
業
の
現

状
分
析
の
上
に
立
っ
て
、
進
む
べ
き

農
業
振
興
の
方
向
を
明
確
に
し
、
同

時
に
農
村
の
環
境
整
備
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
が
真
に

豊
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
田
園
都
市

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
希
い
、
農

業
関
係
指
導
機
関
、
団
体
が
相
互
理

解
の
も
と
に
一
体
と
な
っ
て
策
定
し

た
も
の
で
、

　
次
に
そ
の
概
要
を
述
べ
ま
す
と
、
ま

ず
計
画
実
現
の
基
本
方
針
を

］
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
と
仲
間

　
づ
く
り

二
、
農
業
所
得
の
安
定
と
向
上

三
、
農
家
生
活
の
向
上
と
農
村
環
境

　
の
整
備
、
の
三
点
と
し
、
そ
の
対

　
策
の
方
向
は

　
農
業
の
面
か
ら

↓
、
所
得
目
標
の
設
定

二
、
複
合
経
営
の
推
進

三
、
生
産
流
通
組
織
の
確
立
と
シ
ス

　
テ
ム
化

四
、
作
目
別
生
産
流
通
対
策

五
、
価
格
安
定
対
策

六
、
営
農
資
金
対
策

七
、
生
産
基
盤
の
整
備

八
、
農
地
の
保
全

九
、
農
業
公
害
の
防
止

十
、
担
い
手
の
育
成

＋
一
、
農
家
所
得
の
確
保
と
就
労
対
策

　
の
十
一
の
項
目
を
あ
げ
、
一
方

　
生
活
環
境
面
か
ら

　
、
安
定
し
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

二三四五六

の
実
現

　
健
康
で
豊
か
な
く
ら
し
の
実
現

　
快
適
な
地
域
環
境
の
整
備

　
人
づ
く
り
共
同
活
動
の
推
進

快
適
な
農
村
生
活
環
境
の
形
成

連
帯
感
に
み
ち
た
農
村
生
活
の

　
形
成
の
六
項
目
を
あ
げ
て
お
り
ま

す
。　

本
計
画
の
重
点
は

一
　
意
欲
あ
る
農
家
を
重
点
的
に
育

　
成
し
、
漸
次
そ
の
輸
を
広
げ
、
農

　
業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
に
あ
り

　
ま
す
。

計

253戸

146

279

237

228

360

176

487

219

276

00％
2，66

　
そ
の
た
め
に
は
、
複
合
経
営
の
確

立
に
よ
り
、
農
業
所
得
の
向
上
と
生

産
の
増
大
に
努
め
る
と
し

二
　
農
村
地
域
は
、
生
産
の
場
と
、

　
生
活
の
場
と
し
て
と
ら
え
、
住
み

よ
い
農
村
作
り
を
推
進
す
る
の
一
一
点

を
柱
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
実
施
期
間
は
、
昭
和

五
十
四
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度

ま
で
の
十
年
間
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
の

も
と
に
｝
歩
『
歩
築
い
て
い
く
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（第1位の比率1

外農その他

　％

43

6

将来の経営（アンケー覇査

回答なしわから郁転職兼業専業志向專業区分

2月25戸7F1171戸16戸32戸白石

194781737東　部

53371393956越河

32631353139斎　川

71251303044大平

32971864986大鷹沢

1320489器28白　川

8421023771119福岡

171271103241谷深

112581464739原
ノ」

3％
70

％
3
39

2

2％
62

53％
1，42

13％
354

20％
521

言十

農家所得の順位

こま5，
旨

ズ蚕養
果樹、野菜

きのこ類
産畜米区分

％

2

％

7

％

1

　％

2

％

4

　％

49市全域

専業志向農家の土地規模拡大方法

集団で受託地借所有地開発入購区分

戸

45

戸

145

戸

335

戸

196市全域

日
間

自犠凌守るう

6月5日～11
週境環

　
わ
た
し
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
ゴ

ミ
の
量
は
、
年
々
、
増
え
る
一
方
で

す
。
い
ま
や
”
ゴ
ミ
戦
争
”
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
で
、
膨
大
な
ゴ
ミ
の
量
と

処
理
費
用
の
増
大
は
財
政
的
に
も
深

刻
化
す
る
一
方
で
す
。
ま
た
山
や
海

な
ど
の
自
然
も
、
ゴ
ミ
公
害
に
泣
い

て
い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人

た
ち
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
、
貴
重
な

自
然
を
痛
め
つ
け
て
い
る
の
で
す
、

　
ゴ
ミ
公
害
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
環

境
を
守
ろ
う
　
　
よ
り
よ
い
環
境
を

求
め
て
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
ま
し

よ
・
つ
。

自
然
は
み
ん
な
の
も
の

憩
い
の
場
所
を
ゴ
ミ
か
ら
守
ろ
う

　
た
ま
の
休
日
、
家
族
そ
ろ
っ
て
大

自
然
の
な
か
で
の
一
家
団
ら
ん
は
、

葱．

軸
、

庚
、

曳
緯

り
さ
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
家
庭
の
な
か
で
は
き
れ
い

好
き
で
も
、
一
た
ん
外
に
出
る
と
、

と
た
ん
に
。
ゴ
ミ
無
関
心
派
”
に
な

っ
て
し
ま
う
人
は
、
意
外
と
多
い
も

の
で
す
。
　
”
私
一
人
ぐ
ら
い
は
…
”

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
つ
い
ゴ
ミ
を

ポ
イ
と
捨
て
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
恢

も
り
積
も
っ
て
ゴ
ミ
の
山
…
…
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
家
庭
で
出
る
”
生
活
ゴ
ミ
”
は
、

一
日
平
均
約
一
キ
ロ
（
干
グ
ラ
ム
）

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
比
べ
て
観

光
地
の
ゴ
ミ
は
、
一
入
当
た
り
約
五

十
グ
ラ
ム
。
家
庭
の
ゴ
ミ
の
二
十
分

の
一
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
、
人
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
と
、
膨
大
な
量
に
ふ

く
れ
あ
が
る
の
で
す
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ピ
ク
ニ
ヴ
ク
や

ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
ゴ
ミ
の
扱
い
に

つ
い
て
、
ま
ず
親
が
子
供
た
ち
に
見

本
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
出
た
ゴ
ミ
は
必
ず
ま
と
め
て
ゴ
ミ

箱
へ
。
空
き
か
ん
は
指
定
の
場
所
に

捨
て
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
出
か
け
る
と
き
に
、
ゴ
ミ
用
の
ビ

ニ
；
ル
袋
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
と

便
利
で
す
。

　
自
然
は
み
ん
な
の
憩
い
の
場
所
で

す
。
　
一
入
一
入
の
心
が
け
で
、
き
れ

い
に
し
ま
し
よ
う
。

ゴ
ミ
の
再
利
用
で
”
一
石
三
鳥
”

　
ゴ
ミ
と
い
え
ば
、
汚
い
も
の
、
臭

い
も
の
ー
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
す
ぐ
浮
か
び
ま
す
が
、
全
部
が
全

部
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
の

中
身
を
分
析
し
て
み
ま
す
と
」

　
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
約
半

分
は
台
所
な
ど
の
生
ゴ
ミ
で
す
が
、

残
り
の
半
分
は
、
資
源
と
し
て
再
利

用
で
き
る
新
聞
紙
や
古
雑
誌
な
ど
の

紙
類
、
空
き
か
ん
類
、
び
ん
類
な
ど

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
”
資
源
”
は
、
元
は
と

い
え
ば
、
そ
と
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
紙
の

原
料
と
な
る
バ
ル
プ
材
は
全
体
の
六

窒
口

鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
い
た
っ

て
は
、
九
九
智
を
外
国
か
ら
買
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
．
輸
入
資
源
”
を
一

回
使
っ
た
き
り
で
捨
て
て
し
ま
う
の

は
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
、
ま
さ
に

資
源
の
ム
ダ
遣
い
で
す
。

　
“
ゴ
ミ
の
再
利
用
”
は
、
資
源
の

有
効
活
用
に
な
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
の
量

力
減
っ
て
清
掃
、
処
理
費
用
が
少
な

く
て
す
み
、
同
時
に
環
境
の
美
化
に

つ
な
が
る
と
い
う
”
一
石
三
鳥
”
の

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ゴ
ミ
は
選
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

回
収
ル
ー
ト
に
の
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

“

雛
「

絶

虜

縦

　怖「脚

驕

薦
噸
灘
懲
編
調
躍
擦

鐸
　　　　　　　　　　　　威

　　　　　　　　　　姦

駄議
7



㌧
齢
灘
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ヤ
、
鋤
㌧

’
蟻
、

’
卜
鱈畿．

灘
無饒

磁
、

、、11、議響麟噸

　
昨
年
の
「
宮
城
県
沖
地
震
」
か
ら

一
年
、
白
石
市
で
も
痛
ま
し
い
犠
牲

者
が
で
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
宮
城
県
沖
地
震
災
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
六
月
十
二
日
を
「
県
民
防
災

の
日
」
と
さ
れ
、
今
後
の
大
規
模
地

震
の
発
生
に
備
え
、
適
確
な
体
制
を

鷺
　
　
　
噸

確
立
す
る
た
め
に
、
今
回
は
、
市
内

小
・
中
学
校
を
対
象
に
、
避
難
、
救

助
、
消
火
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
と
め
る
に
は
、
日
ご
ろ
の

心
が
ま
え
と
準
備
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。
　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
」
1
こ
の
機
会
に
、
い
ま

　
建
物
内
外
の
総
点
検

　
震
度
5
の
震
動
で
、
家
財
道
具
や

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
が
こ
わ
れ
た
り
、
店

先
の
酒
ビ
ン
な
ど
に
も
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
タ
ン
ス
を
少
し

壁
か
ら
離
し
、
釘
と
針
金
で
お
さ
え

た
家
は
無
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
日
頃
か
ら
点
検
し
て
こ
わ
れ
な
い

よ
う
工
夫
し
て
お
き
た
い
も
の
。
タ

ン
ス
の
上
に
重
い
物
を
置
か
な
い
こ

と
や
、
建
物
の
弱
い
部
分
を
日
頃
か

ら
補
強
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
非
常
用
品
の
備
え
つ
け

　
停
電
に
な
る
と
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ラ
ジ
オ
は
情
報
源
と
し
て
大
変
役
立

ち
ま
す
。
む
ろ
ん
懐
中
電
灯
、
救
急

箱
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
保
存
食
の
た

く
わ
え
な
ど
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
不
用
品
で
も

　
　
　
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん

　
古
い
家
庭
用
品
も
大
変
役
立
つ
も

の
で
す
。
必
要
な
い
か
ら
と
い
っ
て

捨
て
な
い
で
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。　

隣
近
所
と
の
連
帯
も

　
災
害
時
は
隣
近
所
の
応
援
は
頼
り

に
な
り
ま
す
。
特
に
火
急
の
時
は
大

き
な
役
割
を
果
し
ま
す
。
普
段
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
す
ば
や
く
火
の
仕
末

　
「
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
火
の
仕
末
」

は
も
は
や
常
識
で
す
。
今
度
の
地
震

直
後
に
行
っ
た
仙
台
市
消
防
局
の
調

査
で
は
、
92
智
の
家
庭
で
火
を
消
し

て
お
り
、
市
民
の
意
識
の
高
さ
が
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
た
よ
う
で

す
。　

ド
ア
を
開
け
よ
う

　
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
は
、
建
物
が
ゆ

が
ん
で
ド
ア
が
開
か
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
口

の
確
保
も
忘
れ
ず
に

背
の
低
い
家
具
に
身
を
寄
せ
て

机
の
下
に
も
ぐ
り
こ
み
、
命
拾
い

し
た
人
も
多
く
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル

机
、
ベ
ッ
ト
な
ど
に
か
く
れ
て
様
子

を
見
る
の
が
良
い
よ
う
で
す
。

　
あ
わ
て
て
戸
外
に
と
び
出
す
な

　
戸
外
は
危
険
が
一
杯
で
す
。
瓦
、

窓
ガ
ラ
ス
、
看
板
な
ど
が
落
ち
て
き

ま
す
。

　
歩
行
者
は
大
き
な
木
の
下
に

　
木
は
全
く
倒
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
き
な
木
ほ
ど
根
を
張
り
安
全
で
す
。

　
へ
い
や
壁
ぎ
わ
は
要
注
意

　
宮
城
県
沖
地
震
で
の
死
者
は
、
ほ

と
ん
ど
が
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
の
下
敷
き

に
よ
り
圧
死
し
た
ケ
ー
ス
で
す
q
へ

い
や
壁
ぎ
わ
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
。

地
震
r
謝
御
・

　
崖
く
ず
れ
な
ど
に
気
を
つ
け
て

　
土
砂
く
ず
れ
、
地
割
れ
、
道
路
の

陥
没
が
出
て
、
二
次
災
害
は
ジ
ワ
ジ

と
時
間
を
置
い
て
表
わ
れ
ま
す
。
危

険
な
場
所
に
は
近
寄
ら
ず
、
早
め
に

避
難
を
、
ま
た
家
の
回
り
の
危
険
箇

所
に
は
水
が
浸
透
し
な
い
よ
う
応
急

処
置
を
。

8

ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
・
石
垣
の
点
検
を

　
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
を
造
る
と
き
は

　
地
震
に
よ
る
被
害
の
多
か
っ
た
ブ

ロ
ッ
ク
ベ
い
は
、
擁
壁
の
上
に
単
に

ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
だ
も
の
、
土
盛
り

や講
、

＾
婿
、

趨

，
　
　
妹

騨
島肌

r
撃

蟻

鍛

・
、
鯉
斎
、

鋸

瓢

4
露

を
し
土
止
め
代
わ
り
に
し
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
ベ

い
を
造
る
場
合
は
、
法
律
上
の
規
則

を
守
り
、
施
工
業
者
と
契
約
す
る
際

謙
慧

嚢奉

雛嶽

、
猫
攣
癬

　
　
骨
穏
羅
、

蟻

藤
　
》

、眠

濾羅
姦

に
も
念
を
お
す
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
を
造
る
際
、

法
律
（
建
築
基
準
法
）
に
よ
る
規
制

や
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主

な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
高
さ
は
3
厨
が
限
度
で
す
が
、
で

　
き
る
だ
け
低
く
す
る
。

▽
壁
の
厚
さ
は
1
5
仕
、
以
上
。
た
だ
し

　
高
さ
が
2
眉
以
下
の
場
合
は
1
0
弛
、

　
以
上

▽
高
さ
揺
訂
以
下
の
へ
い
に
は
基
礎

　
は
な
く
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。
が
、
で
き
れ
ば
総
て
の

　
へ
い
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
”

　
丈
は
3
5
弛
、
以
上
、
3
0
秋
．
の
深
さ
”

　
を
打
ち
た
い
も
の
。

▽
壁
内
は
直
径
9
，
り
以
上
の
鉄
筋
を

　
縦
・
横
80
柚
、
以
下
の
間
隔
で

▽
縦
の
鉄
筋
は
、
基
礎
部
分
に
3
0
柚
．

　
以
上
さ
し
込
み
、
継
ぐ
時
は
必
ず

　
溶
接
を
。

▽
壁
の
横
に
取
り
付
け
る
鉄
筋
は
直

　
径
の
2
5
倍
以
上
の
長
さ
が
必
要
。

　
接
ぎ
目
は
列
に
な
ら
な
い
よ
う
な

　
る
べ
く
ず
ら
す
よ
う
。

▽
壁
の
最
上
部
と
基
礎
は
横
に
、
壁

　
の
端
と
曲
が
り
の
部
分
は
縦
に
直

　
径
9
、
ゾ
以
上
の
鉄
筋
を
。

▽
縦
・
横
と
も
鉄
筋
の
末
端
は
カ
ギ

　
状
に
曲
げ
固
定
を
。

▽
つ
っ
ぱ
り
の
役
目
を
す
る
補
強
壁

　
”
控
壁
”
は
、
長
さ
紹
麿
以
下
ご

　
と
に
配
置
を
、
つ
っ
ぱ
り
部
分
は
、

　
壁
の
高
さ
の
ー
一
5
以
上
に
。

▽
ブ
ロ
ッ
ク
の
合
わ
せ
目
に
モ
ル
タ

　
ル
が
ゆ
き
わ
た
る
よ
う
。
鉄
筋
を

　
入
れ
た
空
洞
部
は
モ
ル
タ
ル
等
で

一哩』

　
埋
め
る
。

▽
門
に
入
れ
る
縦
の
鉄
筋
は
空
洞
部

　
内
で
接
ぐ
場
合
は
溶
接
を
。

補強コンクリートブロック造の塀

32m以下ごとに控

　　一　ρロー

9吊m以上の鉄筋

蝋

岬’
馨

．
瓢

．
難

一
認
。

’
鵠
酔

’
卿
瓢

　
壁
角
筋

』一
一

一
一ロ¶炉

　
一

　
β

　
一

　
一

　
一

　
一

轟鶴催

一
奮黄下の堪．墨1．’確斯・

一，一一”愚　　’　 礫の1・3以上

　　　　　　　　嘩　　1

薯瀞謁くで　’
、30Cm以上　　35cm以上

以上

たて．

隔で太

Mしう

ゴ
　
巡

＼ー

岬←甲
もL！1

乙

高さ3m以下

割愛石
　　　、

ごと

鉄筋入れる
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昂き

寺
き
あ
墾
煎

【
昔
話
】
　
つ
ん
ぽ
と
、
ざ
と

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ

に
、
つ
ん
ぽ
ず
ん
つ
あ
ん
（
耳
の
聞

こ
え
な
い
じ
い
さ
ん
）
と
、
ざ
ど
ば

ん
つ
あ
ん
（
め
く
ら
の
ば
あ
さ
ん
）

が
、
え
だ
ん
だ
ど
。
あ
る
日
の
ご
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

二
人
す
て
、
町
さ
芝
居
見
物
さ
行
え

っ
た
ん
だ
ど
。
ず
ん
つ
あ
ん
が
、
ば

ん
つ
あ
ん
の
手
ば
引
っ
張
っ
て
ん
た

ん
だ
ど
。
ほ
う
す
た
っ
け
エ
（
そ
う
し

た
ら
）
、
山
が
ら
、
お
が
お
に
（
丘

鬼
）
が
、
ノ
ッ
ス
ノ
ッ
ス
ど
お
っ
て

き
た
ん
だ
ど
。

　
ず
ん
つ
あ
ん
は
、
ぶ
っ
た
ま
げ
で
、

ば
ん
つ
あ
ん
の
手
ば
引
ぎ
ず
る
よ
う

　
　
　
　
む
　
ず
う

に
し
て
、
夢
中
で
逃
げ
だ
げ
ん
と
も

す
ぐ
に
追
っ
つ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ん
だ
ど
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ん
べ
ー
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
じ
　
や

ぐ
（
都
合
よ
く
）
、
空
家
が
あ
っ
た

ん
で
、
あ
わ
て
で
駆
げ
込
ん
で
、
戸

口
さ
、
ぎ
っ
つ
り
（
し
っ
か
り
と
）
、

突
っ
張
り
棒
ば
掛
っ
た
ん
だ
と
。

丘
鬼
は
、
む
り
や
り
、
戸
ば
あ
げ
ん

べ
ー
ど
す
た
げ
ん
ど
も
、
な
が
な
が
、

あ
が
ね
ー
も
ん
だ
が
ら
、
戸
の
節
穴

が
ら
、
ま
が
っ
て
（
の
ぞ
い
て
）
見

だ
ん
だ
ど
ゆ

　
そ
れ
を
見
で
、
ず
ん
つ
あ
ん
が
、

炉
ぶ
ち
の
、
す
す
だ
ら
げ
の
釜
ば
、

⑭
菅
野
新

ス
ッ
ポ
リ
ど
か
ぶ
っ
て
、
　
「
お
ら
ー

（
お
れ
は
）
、
海
鬼
だ
ど
ー
ッ
」
ど
、

お
っ
き
な
声
で
叫
ん
だ
ん
だ
ど
。
ほ

う
す
た
っ
け
エ
、
お
れ
よ
り
強
い
も

の
は
、
こ
の
世
の
中
に
い
な
い
ど
思

っ
て
だ
丘
鬼
が
、
ヨ
サ
ヨ
サ
ど
、
す

す
ば
つ
け
で
る
釜
だ
見
で
、
た
ま
げ

で
す
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

　
「
こ
え
ず
は
、
と
っ
て
も
、
か
な

わ
ね
ー
」
ど
思
っ
て
、
サ
ー
ッ
と
、

行
っ
て
す
ま
っ
た
ん
だ
ど
。
二
入
は

ヤ
レ
ヤ
レ
ど
思
っ
て
、
空
家
ば
出
だ

ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
、
芝
居
に
お
ぐ

れ
で
は
、
大
へ
ん
だ
ど
思
っ
て
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

生
け
ん
め
い
、
歩
い
で
行
っ
た
ん
だ

ど
。
て
っ
き
り
、
山
さ
逃
げ
で
っ
た

ど
思
っ
た
丘
鬼
に
ま
だ
、
め
っ
け
ら

っ
て
す
ま
っ
た
ん
だ
ど
。
ず
ん
つ
あ

ん
は
、
す
っ
か
り
、
ぶ
っ
た
ま
げ
で
、

ば
ん
つ
あ
ん
の
手
ば
引
っ
張
っ
て
、

泳
ぐ
よ
う
に
し
て
逃
げ
だ
げ
ん
と
も

す
ぐ
に
、
追
っ
つ
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
ん
だ
ど
。
ほ
う
す
た
っ
け
エ
、
ま

だ
、
あ
ん
べ
ー
よ
ぐ
、
お
っ
き
な
松

の
木
が
あ
っ
た
ん
で
、
ず
ん
つ
あ
ん

が
、
　
「
早
ぐ
、
登
ら
え
ん
」
ど
、
ば

ん
つ
あ
ん
さ
声
か
げ
な
が
ら
、
む
り

や
り
、
登
っ
た
ん
だ
ど
。
ば
ん
つ
あ

ん
は
、
松
の
木
だ
ど
思
っ
て
、
丘
鬼

の
角
さ
、
ぎ
っ
つ
り
一
、
す
が
み
ず
え

だ
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
び
っ
く
り
し

た
丘
鬼
は
、
え
ぎ
な
り
（
強
く
）
、

角
ば
振
り
回
す
た
げ
ん
と
も
、
ば
ん

　
　
　
　
　
す

つ
あ
ん
は
、
死
に
も
の
ぐ
る
え
で
、

す
が
み
ず
え
で
る
も
ん
だ
が
ら
、
な

ん
ぼ
す
て
も
、
は
な
れ
ね
ー
ん
だ
ど
。

ほ
う
す
て
る
う
ず
に
、
丘
鬼
が
フ
ラ

フ
ラ
ど
な
っ
た
ん
ど
ご
ば
見
で
、
ず

ん
つ
あ
ん
が
、
松
の
木
の
上
が
ら
、
ド

ン
ガ
リ
ど
、
丘
鬼
の
く
ぴ
た
（
首
）

さ
落
ず
だ
ん
だ
ど
。
こ
う
す
て
二
人

す
て
、
丘
鬼
ば
、
や
っ
つ
げ
る
ご
ど

が
で
ぎ
だ
ん
だ
ど
。

窮
屈
の
お
ご
り

　
む
が
す
、
む
が
す
の
ご
ど
だ
っ
た

ん
だ
ど
。
キ
（
木
）
が
、
山
が
ら
ト

　
　
　
　
　
お

コ
ト
コ
ど
、
降
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。

ほ
う
す
た
っ
け
エ
（
そ
う
し
た
ら
）
、

ク
ツ
（
靴
）
が
、
山
の
ふ
も
ど
が
ら
、

ト
コ
ト
コ
ど
、
登
っ
て
っ
た
ん
だ
ど
、

と
こ
ろ
が
、
木
と
靴
が
、
ゴ
ヴ
・
ツ
リ

ど
、
ぶ
っ
つ
が
っ
た
し
ょ
う
し
に
、

木
が
靴
の
な
が
さ
、
ス
ポ
ヴ
と
、
は

い
っ
て
す
ま
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
う
す

て
、
キ
イ
グ
ス
〔
木
靴
“
窮
屈
）
に

な
っ
た
ん
だ
ど
さ
。

市
長
日
誌

⑦
　
鈴
木
孝

五
月
三
日

全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
の
テ

ー
プ
カ
ッ
ト

五
月
七
日

臨
時
市
議
会
、
議
会
構
成
決
る

五
月
十
日

宮
城
県
都
市
監
査
委
員
会
総
会

五
月
十
一
日

県
内
市
町
村
長
会
議

春
の
叙
勲

郎

五
月
　
十
七
日

東
北
市
長
会
に
出
席

五
月
二
十
一
日

臨
時
市
議
会
、
公
民
館
の
建
設
予

定
地
に
つ
い
て
全
貝
協
議
会
。

午
後
健
康
セ
ン
タ
ー
落
成
式

漁
漁
灘
漁
漁
灘
漁
漁
漁
漁
漁

勲
五
等
双
光
旭
日
章

・
鰍
「
「

ξ
、
懸
、

勲
六
等
瑞
宝
章

　
関
　
谷
　
宗
　
一

　
自
然
と
入
を
愛
す
る
心
が
強
く
、
常

に
自
然
保
護
、
社
会
福
祉
の
向
上
、
教

育
振
興
の
た
め
の
尽
力
は
大
で
あ
る
。

県
教
育
界
、
蔵
王
自
然
保
護
に
お
い
て

も
献
身
的
な
活
躍
が
顕
著
で
あ
る
。

　
大
　
津
　
正
　
男

　
昭
和
十
三
年
白
石
町
消
防
組
消
防

手
を
拝
命
以
来
、
四
十
年
の
長
き
に

わ
た
り
消
防
入
と
し
て
地
域
住
民
の

生
命
財
産
を
ま
も
り
、
消
防
の
発
展

と
向
上
に
貢
献
し
、
ま
た
昭
和
三
十

五
年
か
ら
交
通
指
導
員
、
現
在
は
白

石
市
交
通
指
導
隊
隊
長
と
し
て
尽
力

し
て
い
る
。

10

生
活
の
知
恵

小
　
岩
庄

昔
の
鯨
の
食
べ
方

　
鮎
川
（
宮
城
県
）
に
捕
鯨
会
社
が

で
き
た
の
は
、
明
治
の
末
ご
ろ
で
あ

る
。
そ
の
こ
ろ
金
華
山
の
沖
に
は
、

た
く
さ
ん
鯨
の
群
が
集
ま
っ
て
い
た

の
で
、
捕
鯨
船
が
出
て
い
け
ば
必
ず

鯨
を
曳
い
て
帰
っ
て
き
た
。
鮎
川
の

人
達
は
鯨
肉
の
食
べ
方
を
知
ら
な
か

曽
「
蛭
開
ー
四
悶
”
”
岡
旺
”
岡
”
”
哺
”
旧
旺
”
瞳
ー
祠
”
鯉
輯
閥
”
”
閃
盟

宿
艮

窯
茜

歌

っ
た
が
．
和
歌
山
や
高
知
の
人
び
と

に
食
べ
方
を
教
わ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
、

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
最
初
の
こ
ろ
は
、
も
ら
っ
て
き
た

鯨
肉
に
荷
札
を
つ
け
て
月
日
を
書
き

入
れ
、
大
き
な
桶
に
水
を
い
っ
ぱ
い

張
っ
て
、
そ
れ
に
入
れ
て
お
き
、
数

曹
『

土

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
〔
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

川
股

春
光
を
浴
び
て
日
に
日
に
延
び
ゆ
く
英
碗
豆
は
蔓
か

ら
み
あ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

市
庁
舎
に
花
を
賜
は
る
ひ
と
あ
り
て
な
ご
め
る
ロ
ビ

ー
に
昼
を
憩
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
小
関
　
淑

新
聞
の
常
用
漢
字
切
り
抜
き
て
時
折
広
げ
手
習
を
す

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

山
裾
の
土
の
ぬ
く
も
り
に
萌
え
い
で
し
野
の
花
々
は

風
に
ゆ
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

作
道
に
こ
ぽ
れ
て
咲
き
し
桃
の
花
日
々
の
行
き
か
ひ

に
見
る
は
楽
し
き
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

兵
　
三
　
選

日
水
を
と
り
か
え
て
血
を
流
し
出
し

て
、
細
か
に
切
り
き
ざ
ん
で
鍋
で
煮

る
。
煮
て
い
る
う
ち
に
、
さ
か
ん
に

泡
が
吹
き
出
る
。
そ
こ
で
引
き
上
げ
、

水
洗
い
し
て
、
ぎ
っ
し
り
、
し
ぼ
っ

て
水
を
切
り
、
野
菜
な
ど
を
入
れ
て

食
べ
た
。
そ
の
時
に
は
鯨
肉
は
ボ
ロ

雑
布
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

味
な
ど
、
ま
る
っ
き
り
、
し
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。

　
さ
し
み
に
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と

も
教
わ
っ
た
が
今
の
食
べ
方
と
は
い

さ
さ
か
違
っ
て
い
た
。
切
っ
た
肉
を
、

サ
ク
酸
を
少
々
う
す
め
て
大
き
な
ど

ん
ぶ
り
に
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
、
そ
れ

に
ひ
た
す
。
す
る
と
肉
の
表
面
が
白

く
変
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
や
っ
と
口

に
入
れ
る
と
い
う
ふ
う
で
あ
っ
た
。

鯨
肉
に
は
虫
が
入
っ
て
い
る
と
思
い
、

そ
れ
を
殺
す
た
め
に
サ
ク
酸
に
つ
け

る
の
だ
、
と
い
っ
て
、
ど
こ
の
家
で

も
さ
し
み
は
食
べ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
今
で
は
鯨
肉
に
寄
生
虫
が
ま
っ

た
く
い
な
い
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
に
せ
、
お

っ
か
な
び
っ
く
り
食
べ
た
こ
ろ
な
の

だ
か
ら
、
い
ち
が
い
に
笑
わ
れ
な
い
。

　
焼
肉
に
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
こ
の
時
は
特
別
な
鍋
を
使
っ

た
。
そ
の
鍋
は
底
の
ま
ん
中
が
一
段

へ
こ
ん
で
い
た
も
の
で
、
焼
い
て
い

る
う
ち
に
鯨
の
油
が
そ
の
へ
こ
ん
だ

と
こ
ろ
に
た
ま
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
た
。

　
水
だ
し
し
た
り
、
サ
ク
酸
に
入
れ

た
り
、
苦
心
さ
ん
た
ん
し
て
食
べ
た

が
、
次
第
に
鯨
肉
の
う
ま
さ
が
わ
か

っ
て
き
た
こ
ろ
に
は
、
捕
鯨
会
社
で

も
需
要
が
多
く
な
っ
て
、
鯨
肉
を
簡

単
に
放
出
し
な
G
な
り
、
鮎
川
の
人

び
と
の
口
に
も
以
前
の
よ
う
に
入
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

曜
盟
聾
謎
”
蹄
腎
”
”
”
闘
”
岡
”
旧
”
”
”
閥
眼
開
悶
瞳
冠
随
鯉
調
”
哩
”
旧
蝿
闘
旧
踊
”
翼
網
聰
岨
1
1
”
開
盟
韓
軸
輯
朔
”
輔
ヨ
報
凹
」
辱

久
々
に
訪
ね
し
わ
れ
を
よ
ろ
こ
び
て
山
の
子
供
ら
は

袖
に
ま
つ
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

朝
風
に
豊
か
な
る
枝
触
れ
合
ひ
て
庭
の
桜
は
い
ま
咲

き
盛
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く
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i分譲住宅募集i

　宮城県住宅供給公社では、寿山

第4団地（白石市緑が丘一丁目地

内）の住宅3棟を募集します。

〉募集期間

　昭和54年6月4日～6月18日
［＞現地案内日時

　昭和54年6月10日～6月16日の

　午前10時から午後3時まで、屋

　内及び搬入済資材等を公開いた

　しますので現地においで下さい。

〉申込書の配布

　白石市役所　建設課

　宮城県住宅供給公社

〉申込書の受付

　昭和54年6月18日午後4時まで

　宮城県住宅供給公社用地管理課

　にご持参下さい。郵便等による

　申込みは無効といたします。

〉物件の概要

ONα1
所在、白石市緑が丘一丁目1～100

土地面積　宅地284．86m3

建物構造　木造カラーベスト茸平

　　　　屋建（出来形約89％）

延床面積　116．86m3

0No，2

所在　白石市緑が丘一丁目1～101

土地面積　宅地　291．46m～

建物構造　木造瓦茸2階建（出来

　　　　形約68％1
延床面積　198．63m’

附属設備　堀込め車庫及び土留擁

　　　　一式

その他　冷暖房設備器材等現地搬

　　　　入済資材

ONq3

所在　白石市緑が丘一一丁目1～110

土地面積　宅地　292．44m‘

建物構造　木造瓦茸2階建1出来

　　　　形約55％）

延床面積　167，43m＝

附属　土留擁壁一式

その他　現地搬入済資材

　問い合せは市役所建設課盈5～

13

2111または宮城県住宅供給公

社0222～61～6161へ
1青少年菲萄砺正’…’り’…l

il．、＿塁墨総交．登盈運軌

　昨年における県内の少年非行は

県民運動の盛り上りにもかかわら

ず、戦後第3のピークといわれる

全国的傾向を反映して、大幅な増

加を示しました。

　白石市においても、昨年におけ

る青少年の非行は、前年の約2倍

半を示し憂慮されています。これ

を市民総ぐるみ運動として強力に

すすめていきたいと思いますので、

皆さんの心からのご協力をお願い

します。なお下記の日程で青少年

健全育成地区推進大会を開催いた

しますのでご参加下さい。

地　区

大　平

越　河

白　III

大鷹沢

場　　所

大平公民館

越河公畏館

白川公民館

大鷹沢公民館

期　日

6月9日

6月9日

7月8日

8月18日

時　　間

14：00－16：00

19：0D～21：00

14：UO～16：00

14100～16：00

iまず届出しましょう　i

！　土地の売買　1
　地価の安定と正しく望ましい土

地利用を図るため昭和49年12月に

国土利用計画法が制度されました。

この法律により取引をする土地の

広さがまとめて次の面積になる場

合は契約をする前に届出が必要で

す。

　　都市計画区域　5000m窪

　　その他の区域　10，000m2

　くわしくは秘書企画課土地対策

　係へ費5～2111内線327

iママさんテニス教室i

　白石庭球協会ではママさんテニ

ス（軟式）教室を開設中です。初め

ての方でもご自由にご参加下さい。

〉期間　9月末日までの毎週水・

金曜日（雨天中止）

　午前9時～11時

〉コート　市営テニスコート

〉参加資格　市内居住者で年令に

　制限ありません。

［＞申込み方法　市営テニスコート

　に直接お出下さい。

〉講師　白石庭球協会技術指導員

〉受講料無料

　但し用具　コート借上料の経費

　に充てるため白石庭球協会にご

　加入いただきます（年会費干円）

〉その他　テニスシューズを着用

　ラケットは各自持参

〉お問合せは白石庭球協会千葉盈

6～3040　岩山a5～554
6まで

i新緑の蔵王連峰を往く1

　白峰会では新緑と花の蔵王連峰

を往くの会員を募集しています。

〉日時　6月17日（日）

　白石駅前6時30分集合

　小雨決行

〉募集人員　50名

〉経費　2千円（バス代等）

〉持参品　昼食　雨具　手袋等

D〉リーダー　白峰会会員

〉申込み　経費を添えて駅前観光

　案内所へ

〉コース

　白石駅前6時30分一刈田峠一お

　花畑一杉ケ峰一屏風岳一不忘山

　一京成ロッジー白石着16時

　簡易保険作文コンクール

　郵便局では、小・中学生の皆さ

んの作文を募集しております。

［＞応募資格　小学校5年生から中

　学校3年生まで

〉作品題

（ア）簡易保険に関係あるもの

（イ）自由一・・どんな題でも結構です

　400字詰め原稿用紙5枚以内

〉入賞　郵政大臣賞10点ほか

〉応募締切1）　54年6月30日まで

　郵便局，窓口へ

，険〆

佐藤吉子1白石1
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　　　　　消　費　生　活　展

　消費者の利益を守り、豊かな社会を築くため意義ある

日にしましょうという考えから「消費者の日』がもうけ

られ白石でも記念行事が開催されます。

＞期日　6月5日　　　　　　・苦情商品コーナー

〉場所　白石市民会館　　　　2講演　10時～11時

1消費生活展　9時30分～15時　「健康づくりについて」

・省資源コーナー　　　　　　　平井二郎仙南保健所長

・米コーナー（米の加工品紹介／

麗鵠麗翻麗麗麗麗鶴麗麗麗麗麗鵬麗鵬麗麗麗麗麗麗鵬麗麗麗麗麗麗麗麗鵠鵬麗麗麗麗麗麗麗麗

一定例 相　談
お気軽においで下さい。

相談区分

人季鑑擁言蔓†目言炎

行　政　相　談

生　活　相　談

社会保険相談

高齢者職業紹介

税務相談

消費生活相談

補聴器巡回
サ　ー　ビ　ス

相談目

5

5　g　l5　。25

5

22

5・19

15

毎週水木金

7・28

時　　問

10時～12時

10時～12時

10時～12時

～
時

分
蔦

30時9

10日寺～14日寺

10時～14時

9時～16時

13時～14時

場　所

市役所

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

内 容

結婚、離婚、遺産相続、借地借家、雇傭、差別待遇問題等。

国や県、市など役所の行う仕事について困っていること
や希望等。

市民の日常の生活上の困1）ごと。

健康保険、船員保険、厚生年金など。

60才以上の方の職業斡旋。

税金などに関すること。

買物苦情、消費生活一般。

補聴器の修理、調整など。

■2



　　　　　　　命・

も薫』糠

　　　　国民年金

　　　保険料と給付
お　53年度の宮城県の国民年金保険

し料収納額は160億円、これに対

らし年金支給額は拠出年金、福祉年

せ金あわせて400億円でした。

板国民年金の財源は、みなさんが

　納めた保険料と国の負担、積立金

　の利子などによって賄われていま

　すか、このうち年金支給の大部分

　を賄うのは保険料です。

　　年金の給付水準は、その時の賃

　金や生活水準にあわせて毎年引き

　上げられており、平均寿命がのび

　老後の生活が長くなってくるこれ

　からは、もっと給付水準を引き上

　げて充実した年金にして、安心し

おた暮らしができるようにする必要

しがあります。

ら　そのためには、保険料を引き上

せげなければなりません。

板　　しかし、国民年金に加入してい

　るへの職業は多種多様であるう・え

　収人もそれぞれ違うので、一度に

　保険料を引き上げるわけにはいき

　　ません。そこで、徐々に保険料を

　引き上げて長期間でバランスをと

　っているわけです。

　　現在保険料は3千30〔）円、55年

　　4月からは3千650円（54年度

　の物価上昇分が加算される）とな

　　りますが、将来、あなたの受ける

　年金がより良い年金になるため、

保険料は忘れす納めましょう。

iアメリカヒ・シトリの繊

　今年も各家庭の庭木を喰いあら

す「アメリカシロヒトリ（ケムシ）」

の発生する時期がきました。

　このケムシは年2回発生し1回

目は6月初旬から7月中旬、2回

目は8月中旬から9月下旬までで

す。成虫1蛾）は1枚の葉にまと

めて産卵し、そのままふ化するの

で1～2枚の葉をつくり、1cm位

まで集団で生活します。しかし1．5

em以上大きくなると巣の中から飛

び出して葉を次から次へと喰いあ

らしてゆきます、

　駆除には焼き捨てが効果的

　ケムシの駆除方法としては巣の

中にいるうちに単虫の枝葉を切り

落とし焼き捨てるか、踏みつぶす

ことです。なお薬剤散布の場合は

幼虫の分散後、虫に直接散布する。

　薬剤は市販されている「デイテ

プレヴクス」千倍液が効果的です。

　薬剤散布車派遣

　すでに幼虫が分散し、家庭で手

におえない状態になった時は、行

政区長を通じ市衛生課（智5～2

111内線129）へ連絡くださ
い。薬剤散布車を派遣します。

13歳児をもつお母さん学級i

　生れつきだから仕方がないと、

片付られていたことも近年は乳幼

児に関する医学や心理学の研究も

進み、この時期の育て方が、“三つ

子の魂百までもウといわれるよう

に、その子の一生を決定するとま

でいわれるようになりました。

　子どもは育て方次第で立派に育お

つ可能性をもっています。　　　し

　この学級は、みなさんと実際的b

具体的問題を話し合い又適切に指せ

導していただく学級です。板
［＞開設期間　昭和54年6月～昭和

　55年3月まで　20時間（10日）

〉学習方法　講話と話し合い

〉対象　3歳児をもつお母さん

〉会場及び募集人員

　第一児童館　50名（中央公民館

　となり）

　第二児童館　50名（第二小学校

　校庭となり）

〉申込み

　第一児童館学級～中央公民館　お

　費6～2453し　第二児童館学級～市教育委員会ら

社会教育課岱5～2111内線せ
411へ　　　　　　　　板

いづれも6月15日まで申込み下さ
いo

l．．．壬．芸塾．室．．」

　働く婦人の家では手芸教室受講

生を募集しています。お友達お誘

いの上申込み下さい。

〉申込み　6月10日

〉講座は毎週第1、第3火曜

　受講料無料　教材費実費は個人

　負担

　くオっしくは（費5～5095）
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1幼稚園就園奨励費補助i

　白石市では幼稚園教育の振興を

はかるため白石市内の公立、私立

の幼稚園に就園する4歳児、5歳

児の保護者が負担する入園料、保

育料について、その世帯の所得金

額（市民税の課税）の状況に応じ

入園料、保育料の保護者負担を軽

減することになりました。申請手

続については後日在園する幼稚園

を通じてお知らせいたします。く

わしくは市教育委員会庶務課へお

問合せください。

保育料等の減免限度額1年額）

階　　層　　区　　分

1　生活保護世帯市民税非課税世帯

2　市民税所得割の非課税世帯

鵡民税所得害Ijの課税額か5，000円以下
の世帯

4　市民税所得割の課税額が10，000円
以下の世帯

5　市民税所得割の課税額が60，000円
以下の世帯

公　　　立

20，000円

20・000円X号

5，000円

私 立

80，000円

63，000円

36，000円

（盈5～2111内線415）
※申請する場合、生活保護世帯で

あるときは福祉事務所長の証明又

は市民税の課税（非課税）証明書

（昭和54年度分）か納税通知書の

写しを添付してください。

i老人医療受給者証の更新i

　皆さんが現在使用している老人

医療費受給者証の有効期限は昭和

54年6月30日までとなっています

ので、更新手続きをして下さい。

　現在使用中の受給者証は7月1

日以降は使用出来ませんので必ず

更新して下さい。

1手続きに必要なもの

更　新日　程

　印鑑

現在使用中の老人医療費受給者

証（黄色）

健康保険証（国民健康保険証も

　しくは杜会保険証）

2手続きの日程（各会場9時～16

時まで）

地区名

白　石

越　河

斎　川

平大

大鷹沢

白　川

福　岡

小　原

日　　　時

6月28日午前

6月28日午後

6月29日午前

6月29目午後

6月27日午前

6月27日午後

6月26日午前

6月26日午前

6月26日午後

6月27日午前

6月30日午前

場 所

市役所2階第2会議室

〃

越河公民館
斎川公民館
大平　公民館

大鷹沢公民館

白川公民館
福　岡　公　民館

小原公民館

備 考

南町、田町　本町、中町、長町、亘
理町、短ケ町

新町、西益岡、中益岡、東益岡

清水小路、寿町、柳町、本郷ユ、
2、　3、

本郷第4、鷹巣、上郡山、郡山、
下倉

越　河　地　区

斎川　地区

大平　地　区

大鷹沢地区

白　川　地　区

福　岡　地　区

小　原　地　区

i市立幼稚園児募集についてi

　白石市には現在第一幼稚園（定

員200名）第二幼稚園（定員1

50名）の2園が設置されてお1）

ますが昭和53年度までは12月と9

月にそれぞれ公募し、入園児の決

定をしてきました。本年度からは

5月以降定員に欠員が生じた場合

は随時欠員分を補充入園させるこ

とにいたします。

　なお、翌年度4月1日の入園児

については12月に公募いたします。

くわしくは教育委員会又は各幼稚

園にお問合せください。

iスポーッ少年団募集i

　白石市体育協会では、白石市ス

ポーツ少年団員を次によリ募集し

ています。

〉目的　活動

1　健康なからだを養い、次代を

担う人になる。2　ルールを守「）

他人に迷惑をかけず社会に奉仕す

る。　3　スポーツによって限りな

く伸びる力を作るため努力する。

以上の目的を持ち、卓球、柔道、

剣道、水泳、白川地区の五団体を

、組織し活動しています。

〉応募資格　15歳以下の者（性別

不問　人員若干名〉

〉申込み　随時市体育協会事務局

（市教育委員会社会教育課費5～

2111内線411）へ

i商業統計調査i

　6月1日現在で商業統計調査が

実施されます。この調査は統計法

に基つく指定統計調査であります。

調査にあたっては、調査員が皆様

の各店舗ごとに調査をお願いしま

すのでご協力下さい。

　くわしくは市役所秘書企画課統

計係（智5～2111内線327）
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ッベルクリン反応検査BCG接種
　小児結核はB　C　Gをまだ接種していない小児に多く幼いお子さんほど

結核感染に対する．抵抗力が弱く重症にな『）やすいといわれてお『）ます。

地区毎に次の日程でツベルクリン反応検査とB　C　G接種を行いますので

この機会に接種して下さい。

　　日時及び場所

　ソノ

鑓

”

保

嵩馳麟

画
鷺

地　　区
ッベルクリン
注　　　　射 時 問

9120～9：40

場　　所

白　川　中

健

白　　川

斎　　川

福　　岡

越　　河

大　　平

大鷹沢

泊　　石

小　　原

7月10日

7月10日

7月10日

7月ll日

8月27日

8月27日

8月27日

8月28日

7月12日

7月12日

7月12日

7月13日

8月29日

8月29日

8月29日

8月30日

／0　：　30～　10　1　50

13　：　30～14　：　00

9　：　30～！0　：　00

9　：　20～　　9　；　40

10　：　00～　10　：　20

13　1　00～13　：　30

9　：　30～　　9　：　40

斎　川　小

福　岡　中

越　河　小

大　平　小

大鷹沢小
健康センター

小　原　小

じ〉対象者

　生後3ケ月から4歳末満でまだ一・度もb　C　Gの接種をしていない乳幼児

〉料　金　　無料

じ〉その他

　l！．母子手帳ご4、1参して下さい

　②はしかの予防接種後、2週聞以内の方は受けられません。

6月健藁力幽シ瘍｛』
備　　考

s』9・

日

、6

お

ll

12

LJ

13

L4

15

1ト

りo

コ

25

zb

27

2δ

と9

区　　　分

健　康　骨1

妊　婦　教　至

ヵ月児但，，

巳

1［1ξ｝L建f
上

妊婦歯科検診

1歳f）ケ目児健，，！

ウ月児健診

健　康　札I　I，1是

健　康　相　、，炎

好　婦　教　至

伊
｝

6ウ月児健1，参

健　康　1111，炎

曳　ヵ月1尼健，，毎

健　康　甜　1，ノ、

1オヵ月児ff児

相　　　　II炎

6ヵ月児健r，参

衰健

受付時間
3⇔一11：⇔日

9　：3〔）～9　：4⇔

12：4⇔一1215り

13：けll－／31，1り

1二1⇔一u　l⇔o

13：り0～』3　：3〔｝

り
】

1コ：40－12：5け

9：3い一L1：“O

9：30－ll：口u

：oo－　9：30

913り一ll：uo

12：40～L2：50

9：15Q～11：0U．

守凌盾

9：31）一H：以）

9：50～10：0U

13：〔）O～13：　1〔）

5～り4

9：3〔）～11　；00

対象地区

越河地［＜：

全　地　区

地　区

地　区

ノく』1そ地ド：

rI　IIl地［〈

地　区

1諾il山地区

1く鷹沢地1 く

全地　区

也卓

白石地区以外

斎III地区

全地　区

福岡』山区

自石地区

口百地区以外

白石地区

川原∫F地区

場　　　所

くユ越

健康センター

セ建

侮康セニ　7一

ノ

ド111i公1

イ迂

南部山集1〆？所

吐ユ

健康センウ

史

f建し臭rしー　クー

1詣Ill公民館

1建時ξセンター一

福岡公民館

健康センクー

婦人ホ　　ム

4

5コ，12

54．　．Ll一
　　　．14

．し2

50．12

65

三種混合定期
　　　　　　予防接種

　ジフテリア、百日咳、破傷風（三

種混合〉の定期予防接種（第一期）

をおこないます。この予防接種は

予防接種法に基づいて実施するジ

フテリア、百日咳と保護者の不安

が著しい破傷風の予防接種を同時

におこなうものです。

1期日　6月8日
2場所と時間　白石市健康センタ

　ー13時30分～14時30分

3料金無料
4接種するお子さん

　昭和51年10月1日～昭和52年3

月31日までの出生者

5その他　（！）問診票は必ず記載し

て当日持参して下さい。（2〉母子手

帳も持参して下さい。（3）身体に異

常がある場合、接種前にかかi）つ

けの医師の診断をうけるなどの処

置を取って下さい。14）破傷風の接

種を希望しない場合、事前に市衛

生課までご連絡下さい。

体日急題当備鷹

月日

3

10

17

24

内　　　科

引地医院
5－2036

柿崎医院
5－2210

亘理医院
5－8501

大沼医院
5－2502

外 科

刈田病院
5－2⊥45

朝倉病院
5－2101

刈田病院
5－2145

銭谷医院
5－2010
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